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The relationship of Landscape Montage Technique （LMT）  
and intention to change the negative self to positive anxiety in adolescence
Seiichi YAMAMOTO（Faculty of Psychology, Rissho University）
問題と目的
　青年期は、身体 ・ 心理 ・ 社会等の様々な次元で、こ
れまでの子どもの世界から未知の大人の世界への移行
期であり、青年自身のこれからの人生の行方を含め、
その不確かさから、意識的無意識的に不安を感じるこ
とが少なくないと考えられる。
　山本（1992，1997）は、この青年期の不安の特質と
して、不安の抑制的、病理的等のいわばネガティブな
面（「抑制不安」と命名）とは異なり、逆に、半ば衝迫
的であり実行行動誘発的、促進的で、そのプロセス及
び結果において青年の人間的成長を促進する、いわば
ポジティブな面もあることに着目し、この不安概念を
「成長不安」と命名して、検討を行ってきた。しかし、
この青年期の「成長不安」のより無意識的な側面に着
目して、無意識面が投影されると仮定する「投影法」
との関係を体系的に検討した先行研究や、また、より
意識的ではあるものの統制困難な感情的側面を含む意
味で無意識に近接すると考えられる「自己嫌悪感」と
の関係を検討したものは見当たらない。
　本研究は、「成長不安」のより無意識的な側面に関し
て探索的な検討を行うことを主目的とし、具体的には
以下の 2 点を目的とする。
　第一には、中井久夫が1969年に創案（中井，1984）
した風景構成法（LandscapeMontageTechnique：以
下 LMT と略記する。）を用い、IMT 描画に投影され
る青年期の成長不安の特質を検討することを目的とす
る。特に、終生の到達目標や立ちはだかる障害の意味
も含意する（山中，1984）アイテム「山」に着目した
検討と、内容が拡充され意識化される PDI 記述の内容
から成長不安との関連性を検討したい。なお、この
LMT の発達に関連する先行研究に、前思春期から思
春期を中心に発達的段階の構成度などの特徴に関して
検討を行ったもの（高石，1996）や、発達的な様相を
扱ったもの（弘田，1986）、自我同一性との関連を検討
したもの（山崖 ・ 笠井，2006）等が行われてきたが、
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青年期の成長不安との関連を人間的成長に焦点づけて
扱ったものは見当たらない。
　第二に、意識レベルではあるものの、意識的統制が
しにくい感情的な側面も含む「自己嫌悪感」との関係、
特に青年期における自己嫌悪感場面での自己形成促進
的な変容志向（水間、2003）との関係を検討すること
を目的とする。
方　法
⑴　調査対象 ・ 時期：
　大学生191名（男性：50名、女性：141名）、年齢20.45
（SD＝3.00）歳、2014年10月実施。
⑵　施行手続き：
　大学の講義にて、記載及び口頭による研究倫理的な
配慮のもと、一斉個別記入により施行した。手順とし
て、始めに LMT を実施し、彩色まで含めて終了後、
引き続き PDI（Post Drawing Inquiry：描画後の自由
質問10項目－「この風景の「季節」は、春夏秋冬のい
つ頃ですか」等）、そして以降の質問紙調査へと進むよ
う教示した。
⑶　質問紙調査について：
①　「成長不安」尺度：6 件法10項目（山本，1992；例
として、「将来、夢や理想が実現できるかどうか気が
かりだが、とにかくやっていくしかない。」、「なにか
目標に向かって前進していないと、落ち着かない。」、
「まだまだ努力が足りないのではと心配になる。」等）
②　自己嫌悪感場面での反応としての変容志向の程度：
5 件法 7 項目（水間，2003）．以下に教示文、及び項
目例を記す。
　教示文：あなたが『自分がいやだ』とか、『自分が
きらいだ』とか感じるとき、その『いやな自分』に
ついて実際にどうしがちであるかを考えてみてくだ
さい。次の項目にどれくらいあてはまるでしょうか。
該当するところに〇をつけてください。
項目例：「そのことについて反省して何とか変えてい
こうと思う」、「そのことについて考え、何とかしよ
うと思う」、「そのことについて何とか改善していこ
うとする」、「もっと自分を高めていこうと努力しよ
うと思う」、「そのことをどうすれば変えていけるか
を考える」、「そのことを克服するためにいろんなこ
とをやってみようとする」
　なお、質問紙調査①②に関しては、2014年10月実
施の LMT を含む調査に加え、大学生対象の2014年
7 月実施済み質問紙調査のみのデータも含め分析し
た。結果、大学生275名（男性：78名、女性：197
名）、年齢18.86（SD＝2.70））が分析対象とされた。
分析結果と考察
⑴　描画アイテム「山」と成長不安との関係について
　まず、描画アイテム「山」について、その圧倒的雄
大さ ・ 峻険の程度、非日常性、彼方に存在する感じ、
連山、存在感等の観点から 4 段階分類し、「山」描画の
豊かさ程度と命名した。（この「山」描画の豊かさ程度
4 段階の分類評定については、調査者と臨床心理学を
専攻する院生 1 名とで評定し、評定者間一致率96.34％
を得た。）「山」描画の豊かさ程度を、独立変数（貧弱 ・
やや貧弱 ・ やや豊か ・ 豊かの 4 水準）とし、成長不安
を従属変数とする一要因分散分析を行った。
　その結果、有意な主効果（ 1 ％水準）が認められた
ので、Tukey の HSD 法による多重比較検定を行った
ところ、図 1 、表 1 のような結果を得た。
　以上の結果から、LMT での「山」描画特徴の雄大
さ ・ 峻険さ、非日常性、彼方感、聳え立つ連山等など
の豊かさ程度が、高い人ほど成長不安が高いことが示
唆された。
　山中（1984）は「山」のもつ象徴 ・ 意味について、
『……遥かかなたに雪をいただいて聳える山は、きっと
一度はあの山に登ってみたい、との望みを抱かせ、終
生の到達目標としての位置を占めることもあろう。一
方で眼前に立ちはだかり、行く手を塞ぐ山である場合、
立ちはだかる障害を意味することもある。ゆえに、
「山」は描く人のおかれた「状況」と、今後の「見通
し」を与えるよすがとなることがあり、しばしば乗り
越えねばならぬ問題の数を示唆することもある。』と述
べている。また伊集院（2013）では、山は理想と現実
との隔たりを表していることも多く、乗り越えねばな
らない問題の数を示唆していることもある等とされる。
以上からも、成長不安の高い青年、いわば個性化欲求
や自己実現衝動 ・ 強迫性の強い青年は、風景構成法の
「山」にそれを投影していることが推察されるだろう。
　今後、この「山」アイテムの特徴に関して、さらに
検討するためには、より自我強度の低さとの関連が推
察される、より病理的で否定的な不安の側面である「抑
制不安」（山本，1992）と「山」描画特徴との検討も、
傍証的な意味で重要な検討事項と考えられるだろう。
⑵　PDI記述での「季節」と成長不安との関係について
　次に「季節」について、3 つの季節を独立変数（春 ・
夏 ・ 秋の 3 水準、冬は出現率が 1 ％未満のため除いた）
とし、成長不安を従属変数とした一要因分散分析を行っ
た。
　その結果、有意な主効果（ 1 ％水準）が認められた
ので、Tukey の HSD 法による多重比較検定を行った
ところ、図 2 、表 2 のような結果を得た。
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　以上から、LMT 描画において、季節に関して「夏」
を投影するものは、他の季節に比べて成長不安が高い
ことが示唆されると考えられる。
　この点も、特に四季のある日本において夏という季
節は、降雨量と高い気温、日照時間の長さ等もあって、
決してしのぎやすい時季ではなく、むしろ冬とは異な
る意味で厳しい時季でもあるが、一般的に他の季節に
比べ一番、動植物の成長が顕著な時期と考えられる。
表 １ 　「山」描画の豊かさ程度による成長不安得点の変化
独立変数 「山」描画による成長不安得点の平均値と標準偏差 F 値 群間差（Tukey）
成長不安
貧弱（n=66） やや貧弱（n=44） やや豊か（n=39） 豊か（n=29）
F（3.174）=23.117**
貧 ・ やや貧＜
やや豊 ・ 豊 **2.94
（SD=0.42）
3.06
（SD=0.42）
3.44
（SD=0.39）
3.64
（SD=0.53）
**p<.01,*p<.05
図 １ 　「山」描画の豊かさ程度による成長不安の変化
図 ２ 　「季節」による成長不安の差異
表 ２ 　「季節」による成長不安得点の差異
独立変数 各季節における成長不安得点の平均値と標準偏差 F 値 群間差（Tukey）
成長不安
春（n=72） 夏（n=54） 秋（n=42）
F（2.165）=4.901**
春＜夏 **
秋＜夏†3.13
（SD=.55）
3.40
（SD=.50）
3.18
（SD=.43）
**p<.01,*p<.05,†<.10
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このような季節「夏」の特徴に、成長不安の高い人は、
内面の人間的成長欲求や衝動を投影するものと考えら
れよう。
⑶ 　成長不安と自己嫌悪感場面での変容志向の関係に
ついて
　次に、成長不安と変容志向性（自己嫌悪感の一反応
として）との関係を検討するため、成長不安を程度を
独立変数（低 ・ 中 ・ 高の 3 水準）とし、自己嫌悪場面
の反応様式としての変容志向性（水間，2003）を従属
変数とする分散分析を行った。
　その結果、有意な主効果（ 1 ％水準）が認められた
ので、 Tukey の HSD 法による多重比較を行ったとこ
ろ、図 3 、表 3 のような結果を得た。
　以上から、成長不安の高い人ほど、自己嫌悪感場面
での変容志向性が高くなることが示唆される。
　水間（2003）は、佐藤（2001）の自己嫌悪感に関す
る記述を要約し「……自己嫌悪感という否定的感情の
もつ独自の性質を最も特徴づけるものは、佐藤（2001）
の述べるように、今よりももっと肯定的な方向にある
自己を求める心性と共に存在する、自己への否定的感
情という点であると思われる」と述べ、自己嫌悪感場
面で喚起される自己形成への変容志向性について検討
し、日常的自己内省や未来イメージ肯定性、自己嫌悪
感体験頻度等との関連性を導出している。自己嫌悪感
は成長不安に比べ、その意識レベルの程度が高い感情
である点で異なるが、今回の結果から、どこかで共通
項を持つことが示唆される。おそらく個人の自我強度
や超自我のあり方、否定性としてのアニムス、パーソ
ナリティ諸特性、その時の発達水準等の諸要因が総合
して、強く自己否定的 ・ 自己嫌悪的に意識するか、よ
り衝迫的な成長へ駆り立てられる心境（気分）として
の不安 ・ 心配となってしまうかの個人的体験様式が、
決まるのではなかろうか。ただどこかで両者は共通項
で繋がっているため、正の関係となったのであろう。
この共通項は、自己嫌悪感も成長不安も、当該の個人
は少なからず不快や苦悩の状況に囚われることから、
個人の意志によるコントロールを超えた性質を持つも
のであることが推察される。
今後の課題
　今後、青年期の「成長不安」の検討として、LMT と
の関連では、データを増やし、他のアイテム（例えば、
大景群の「川」「田」「道」、中景群群の「人」との関連
等）との関連、PDI の詳細な分析、彩色容態との関連
等の検討が望まれるだろう。また、他の人格諸特性と
の関連では、発達の「非定型化」（河合、2016）の視点
を配慮した現代の青年の心性との関連や、従来の神経
症的自我とも異なり、病理的とも言えない、日常的解
離（舛田 ・ 中村，2005）の心性や多面的自己の視点か
らも、「成長不安」との関連検討が必要になってくるだ
ろう。その際、改めて人間的成長とは何か、個性化と
図 ３ 　成長不安の程度による変容志向得点の差異
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表 ３ 　成長不安の程度による変容得点の差異
独立変数 成長不安 3 群における変容得点の平均値と標準偏差 F 値 群間差（Tukey）
成長不安
低群（n=93） 中群（n=108） 高群（n=74）
F（2.272）=24.27**
低＜中 ・ 高 **
中＜高†3.29
（SD=.69）
3.77
（SD=.56）
3.98
（SD=.76）
**p<.01,*p<.05,†<.10
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は何か、という人間にとって根源的な問いを再び問い
直す必要が生じてくるのではないかと考えられる。
〈付記〉
　本論文は、2015年日本心理臨床学会第34回秋季大会
にて発表した内容を、一部加筆修正したものである。
また、本研究は、立正大学心理学研究所の2014年度の
共同研究助成を得て行われた。
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要　約
　本研究は、青年期の人間的成長を駆動する「成長不安」（1992, 山本）と、風景構成法（LMT）描画お
よび自己嫌悪感場面の変容志向性との関連性の検討を目的とした。LMT を含む質問紙調査を合計191名
の大学生に施行し、「成長不安」と、 1 ）LMT のアイテム「山」描画， 2 ）PDI での季節設問， 3 ）自
己嫌悪場面の変容志向性（水間，2003）各々との関連を分散分析により検討した。主な結果は以下の通
りであった。 1 ）「山」描画が雄大さ ・ 峻険 ・ 連山等の点で豊かになるほど、成長不安が高くなること，
2 ） 季節に関して「夏」を投影するものは、他の季節に比べて成長不安が高いこと， 3 ）成長不安が高
くなるほど、自己嫌悪感場面でのネガティブ自己変容志向性が高くなること．その後、人間的成長や個
性化の観点から、「成長不安」に関する議論を行った。
キーワード：青年期、成長不安、風景構成法（LMT）、自己嫌悪感、自己変容志向
